
令和７年度 山梨大学大学院医工農学総合教育部 

 

修 士 課 程 入 学 筆 記 試 験 問 題（表紙） 

 

メカトロニクス工学コース 
   

筆記試験 
 

受験番号  

 

① 解答時間は，９：３０～１１：３０の２時間です． 

② 数学の問題と解答用紙，計算用紙（４枚）は数学の封筒に，専門科目（５科目）

の問題と解答用紙，計算用紙（４枚）は専門科目の封筒に入れてあります． 

③ 数学と専門科目（５つの専門科目から２科目を選択）に解答してください．選

択した専門科目には下表の所定の欄に○印をつけてください．専門科目は３科

目以上選択・解答した場合は，採点されませんので注意してください． 

④ 異なる科目に対する解答用紙に記入した場合，採点されませんので注意してく

ださい．数学，機械力学，デジタル回路は専用の解答用紙に書き，材料力学，

プログラミング，制御工学は汎用の解答用紙を用い，科目名を記載するのを忘

れないでください．科目名が記載されていないと採点されませんので注意して

ください． 

⑤ 解答は必ず解答用紙に記載してください．問題用紙や計算用紙に記載されてい

る内容は採点対象にはなりません． 

⑥ 解答用紙は各問について各 1 枚ですが，数学と機械力学において解答用紙が足

りない場合は予備の解答用紙を使用しても構いません． 

⑦ 封筒（数学と専門科目），本表紙，解答用紙，計算用紙には受験番号を必ず書い

て下さい．記入がない場合，採点されませんので注意してください． 

⑧ 定規・コンパス・電卓等は使用できません． 

⑨ 試験終了後，数学の問題・解答用紙および計算用紙はすべて数学の封筒に，専

門科目の問題・解答用紙および計算用紙は解答・未解答によらずすべて専門科

目の封筒に入れて提出してください．本表紙は，専門科目の封筒に入れてくだ

さい． 

 

選択した専門科目に 
○印をつける 専 門 科 目 

 
材 料 力 学 

 機 械 力 学 

 プ ロ グ ラ ミ ン グ 

 デ ジ タ ル 回 路 

 制 御 工 学 

 



【 前 期 募 集 】

令不□7年 度ス
山梨大学 大学院医工農学総合教育部 修土課程 工学専攻

入  学  試  験  問  題
No.1ノ 1

コー ス等
メカ トロニクスエ学

コー ス
試 験 科 目 数 学

間 1次の連立 1次方程式を,掃き出し法を用いて解け.
ただし,途中計算を省略せずに示すこと.

ljlil[:::三:

間 2次の公式について,積分を用いて証明をせよ。

(1)半径 rの円の面積 Sが ,S=πr2でぁること.

(2)半径 rの球の体積 /が , 1/=:πr3 でぁること,

(3)半径 γの球の表面積 β が,3=4πr2でぁること。

問 3時亥lι [h]での細菌の数が 4θたすであるとする。И および たは定数とする。
以下の設間について,途中計算を省略せずに示すこと.

(1)4の値は何を示すか。

(2)細菌の数が 2倍になる時間を
『
[h]とし,7を たを用いて表せ .

(3)た =0.100であるとき,細菌の数が 2倍になるのに何時間かかるか求めよ。ただし,
In 2=0.693とする.

間 4時 刻 ι[min]での金属板の温度 y(t)は ,周囲の空気温度を アであるとすると,
次の微分方程式に従うものとする。たおよび Tは定数とし,変化しないものとす
る.以下の設間について,途中計算を省略せずに示すこと。

三考1:≧ =一た{y(t)-7}
(1)微分方程式を解き,y(t)の式を求めよ。ただし,最初 (ι =0)の温度を ソ。とする.

(2)1180°Cに熱した金属板を 20°Cの空気中に放置した。1時間後に金属板は
600°Cになつたとする.た の値を求め,金属板の温度 y(ι)の式を示せ .ただし,
ln 2=0.693とする。



【 前 期 募 集 】

令和 7年 度Z
山梨大学 大学院医工農学総含教育部 修士課程 工学専攻

入  学  試  験  問  題
No.1/1

コー ス等
メカ トロニクスエ学

コー ス
試 験 科 目 材料力学

間 1 はりの断面二次モーメン トをf,縦弾性係数をFと し,は りの自重は無視 し,以
下の問いに答えよ。

(1)図 1の両端単純支持はりの中央に集中荷重Plを加えたとき,荷重′点におけるたわ
みδlを式で示せ。

(2)図 2の片持ちはりの自由端に集中荷重P2を加えたとき,荷重ソ点におけるたわみδ2
を式で示せ。

(3)図 3の片持ちはりの中央に集中荷重Pを加えたとき,自 由端におけるたわみδ3を
式で示せ。

(の 図 4は ,図 1の両端単純支持はりの荷重点と図 3の片持ちはりの自由端が,回転
自由で結合されている。片持ちはりの荷重点に荷重Pを加えた時の,結合部の変
位δを式で示せ。



【 前 期 募 集 】

令 不□7年 度ζ
山梨大学 大学院医工農学総合教育部 修士課程 工学専攻

入  学  試  験  問  題
No。  1/1

コー ス等
メカ トロニクスエ学

コ 一ヽ ス
試 験 科 日 機械力学

問 1 図 1に示すように天丼から支点 Aによつて厚さが均一な板がつり下がつて静
止 している。この板の支点 Aか ら 3五 の長さの位置に向けて水平方向に銃で
撃つたところ,銃弾は板にめり込み,板が角度 θまで回転した。以下の設問
に解答せよ。ただし,銃弾の質量

“
1,板の質量

“
2,板の重心 G回 りの慣性

モーメン トを /,支点 Aか らの重心までの距離を 2Z,支点 Aか らの板の長さ
を 4Z,重力加速度 gと する。なお支′はAにおける摩擦はなく,銃弾の大き
さ,板の厚さおよび板の変形の影響は考慮しないものとする。

板の重心回りの慣性モーメン トノを板の質量
“
2と 長さZを用いて表せ .

完全非弾性衝突が発生して角運動量保存則が成 り立つものとして,衝突直後
の板の角速度 ω,その時の銃弾の並進速度 ν'を求めよ.

衝突した後の板が回転する際の運動エネルギーrを質量
“
1, 
“
2と長さ五,

銃弾速度 νを用いて求めよ.こ の際にはエネルギー保存則が成 り立つものと
する.

板の回転角度 θを求めよ.なお 0° <θ<90°とする。

つ
４

(3)

(4)

図 1 板 と銃弾の衝突モデル

ツ ー→ ト

ー
D



【 前 期 募 集 】

令和 7年 度  |R
山梨大学 大学院医工農学総合教育部 修士課程 工学専攻
′
入 学 試 験 問 題

No. 1/5

コ ー ス 等
メカ トロニクスエ学

コー ス
試 験 科 目 プログラミング

間 10.0か ら0.1を 10回繰 り返し加算 し図 1の ように出力するために下の C言語プ
ログラムを作成 し実行 したが,正 しく終了しなかった .

(1)なぜ正しく終了しないのか 50文字程度で説明せよ.

(2)正 しく動作するプログラムを,while文 を使つて書け。

sum=0.1

sum=0.2

sum=0.3

sum=0.4

sum=0.5

sum=0.6

sum=0。 7

sum=0.8

sum=0.9

sum=1.0

図 1 想定していた実行結果

#include<stdio. h>

int mainO {
double sum=O.0;

double a=0.1;
while(sum! =1 .0){

sum += a;

printf("sum=%If\n", sum) ;

)
return 0;

)



【 前 期 募 集 】

令和 7年 度Z
山梨大学 大学院医工農学総合教育部 修士課程 工学専攻

入 学 試 験 問 題
No.2/5

コ ー ス 等
メカ トロニクスエ学

コ ー ス
試 験 科 目 プログラミング

間2下のコードは f(x)=0の解を求めるC言語プログラムlNe輔on―Raphson法)であ
る.

(1)空欄 A,Bを埋めてプログラムを完成せよ.

(2)非線形方程式を解く他のアルゴリズムを 1つ取り上げ,50文字程度で説明せよ.

#includeく stdio.h>

#includeく math.h>

#define f(x)(X*X-3)//f(X)の 定義

#dさ fine df(X)(2*x)〃 f'(X)の 定義

#define epsilon ②,0001

double newton(double val) {

double xl = val ― f(Val) / df(Val);

printf(″ %lfヽ n", xl);

if (fabS(Xl ― Val)く  epsilon) (

return  空欄 A  ;
}

else {
retu rn

1
J

空欄 B

]

int mainO {
double initial-value = 1.0;
printf ( "x1 =%1f\n ", newton ( i nitial-value) ) ;

return 0;

]



【 前 期 募 集 】

令和 7年 度
山梨大学 大学院医工農学総合教育部 修士課程 工学専攻

入 学 試 験 問 題  :
No.3/5

コー ス 等
メカ トロニクスエ学

コ ー ス
試 験 科 目 プログラミング

間3 下の 2つのコー ドはそれぞれ配列内の数値を昇順に並べ替える C言語プログ
ラムである。

(1)コ ー ド1の空欄 A,Bを埋めて単純選択ソー トのプログラムを完成せよ.

(2)コ ー ド1のプログラムを実行すると,空欄 Aは何回実行されるかを答えよ.
(3)コ ー ド2の空欄 C;D,Eを埋めてヒープソー トのプログラムを完成せよ。

(4)コ ー ド2のプログラムを実行すると,関数 downheapは何回実行されるかを答え

よ.

コード1 単純選択ソートのプログラム
#includeく stdio.h>

#define swap(type,X,y)do{type t=x,x=y;y=t;}while(0)〃 type型 の変数x,yの数値を入

れ替えて返す

void selectionsort(int a[], int n) {

lnt i, j;

fOr (i = 0; i く n - 1; i++){

int min = i;

fOr (j = i + 1; j く n; j十十) {

if (a[j]く  a[min]){

SWap(int,a[i], 空欄 B );

}

int main(){

int i;

int x[]={6,5,4,3,2,1};〃 ソー トする配列

int nx=sizeof(x)/SiZeof(X[② ]);〃  配列の要素数を求めて代入する
fOr (i = 0, i く nx; i十 十)

printf("x[%d]=%dヽ n″ , i, x[i]);

printf(″ nヽ");

selectionsort(x, nx);

printf("昇順 にソー ト nヽ″ );

fOr (i = 0; i く nx; i十 十)
printf("x[%d]=%dヽ n", i, x[i]);

return O;



【 前 期 募 集 】

令不□7年 度Z
山梨大学 大学院医工農学総含教育部 修士課程 工学専攻

入 学 試 験 問 題
No.4/5

コー ス等
メカ トロニクスエ学

コ ー ス
試 験 科 目 プログラミング

コニド2 ヒープソートのプログラム
#includeく stdio.h>

#define swap(type,X,y)do{type t=x,x=y;y=t;}while(0)〃  type型 の変数 x,yの 数値

を入れ替 えて返す            。

void downheap(int a[], int left, int right) { // ヒーー三ア化

int temp = a[left];

int child;

lnt parent;

fOr (parill :ll:iI二―I:曽

斎営‖[11-⊆ilght + 1) / 2; parent = child) {
int cr = cl + 1;

child = (cr <= right && a[cr] > a[cI]) ? cr : c1;

if (temP >= a[chiId])
break;

aIparentJ = a[chiId];

a[parent] = temp;

}

void heapsort(int a[],int n){//ヒ ープソート

int i;

for (i = (n - 1) / 2; i >= 0; i--) {
空欄 D

}

fOr (1 = n - 1; i > ②; i――) {

:

}

}

//次ページに続く



【 前 期 募 集 】

令禾□7年 度
山梨大学 大学院医工農学総合教育部 修士課程 工学専攻

入 学 試 験 問 題
No.5/5

コー ス等
メカ トロニクスエ学

コ ー ス
試 験 科 目 プログラミング

int main(){

int i;

int x[]={6,5,4,3,2,1};//ソ ー トする配列

int nx=sizeof(x)/SiZeof(x[0]);// 配列の要素数を求めて代入する

fOr (i = 0; i く nx; i十 十)
printf("x[%d]=%dヽ n″ , 1, x[i]);

printf("ヽ n");

heapsort(x, nx);

printf("昇順 にソー ト nヽ");

fOr (i = 0; i く nx; i十 十)
printf(″ x[%d]=%dヽ n", i, x[i]);

return O,

}



【 前 期 募 集 】

令不□7年 度
山梨大学 大学院医工農学総合教育部 修土課程 工学専攻

入 学 試 験 問 題
No. 1/1

コー ス 等
メカ トロニクスエ学

コ ー ス
試 験 科 目 デジタル回路

※本科目は「デジタル回路」専用の解答用紙に解答すること.

間 1 3b■ のアップ/ダウン同期カウンタを設計したい.現在の 3bitの 出力を上位
からD2,Dl,DO,次 の出力を D2',Dl',DO'と し,ク ロックが入る毎に入力信号
Sが 0の時は 3カ日算,1の時は 2減算する。また,カ ウンタのオーバーフロー ,

アンダーフローは考えないものとする。

以 ドの問いに答えよ.

(1)状態遷移図を記せ。

(2)入力信号 Sと 現在の出力 D2,Dl,DOか ら,次の出力 D2',Dl',DO'を 示す真理値表
を示せ。なお,解答用紙の表 1真理値表の S～ DO'の欄に記入せよ.

(3)真理値表から Dl'について,カルノー図を示 し,最 も簡単化 した論理式を求め
よ.

(4)こ の同期1カ ウンタを JKフ リップフロップで構成する時,D2'を生成するために
―与̂え るべき JKフ リップフロップの入力 J2,K2を それぞれ真理値表に追記せよ.

なお,冗長は'*'で記せ.解答は解答用紙の表而の表 1真理値表の J2,K2の欄に
記入せよ.

(5)J2,K2に ついて,それぞれカルノー図を示 し,最も簡単化 した論理式を示せ .

(6)JKフ リップフロップで構成 した同期カウンタ全体の 1亘1路を示せ。なお,解答用
紙の表面の表 1真理値表の Jlか らKOの欄を利用 してもよい。



【 前 期 募 集 】

令和 7年 度こ
山梨大学 大学院医工農学総合教育部 修士課程 工学専攻

入  学  試  験  問  題
No.  1′ 1

コー ス等
メカ トロニクスエ学

コー ス
試 験 科 目 制御工学

図1に示すばね係数κのばねとダンパ係数Dのダンパが接続された垂直方向のみに

移動する質量Mの物体が釣り合って静上している状況を考える。時刻ιにおいて,こ
の物体に力f(ι )を与えた時の,物体の変位をy(t)とし,カノ(3)により変位y(ι)を制御
したい。ただし,ばねやダンパの質量と空気抵抗は無視するものとする。

左図の運動方程式

M夕 (ι)+D夕 (ι)+κy(3)=f(ι )

yヽιノ↓

   hf(t)M
図1 ばねとダンパが接続された物体

フィードバック制御について 100文字程度で説明せよ,

F(s)を入力,y(s)を出力としたとき,図 1のシステムの伝達関数θ(s)を求めよ。

ν=1,D=3,κ =2と し,時刻ι=0で ノ(3)に Oから1に変化するステップ信
号を入力したときの変位の式 y(ι)を求めよ。さらに,定常状態になつたときの
値も示せ。

(4)図 2に制御ブロック図を示す。制御コン トローラσ(s)と 対象の伝達関数6(s)を用
いて,R(s)か らy(s)ま での閉ループ伝達関数を求めよ。

(5)伝達関数θ(s)は (2)で求めた伝達関数に M=1,D=3,κ =2を代入したもの
とする。 αs)=る/(S+1)と するとき,図 2の閉ループシステムが安定となるる
の範囲をラウスの判別法を用いて示せ。

１

　

　

２

　

　

　

３

図 2 制御コン トローラを用いた閉ループ



【 前 期 募 集 】                      

令和７年度 

山梨大学 大学院医工農学総合教育部 

修士課程（工学専攻） 前 期 募 集 受験番号  

        入 学 試 験 解 答 用 紙 

 

問（  ） 解 答       （注意：各問について各１枚の解答用紙を使用すること。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 裏面も使用するときは、☑を付して下さい。               □ 裏面あり 

※ 裏面に加えて予備の解答用紙も使用するときは、☑を付して下さい。   □ 予備使用あり 

コース等 メカトロニクス工学コース  

試験科目 数学 採  点 
 



【 前 期 募 集 】                      

令和７年度 

山梨大学 大学院医工農学総合教育部 

修士課程（工学専攻） 前 期 募 集 受験番号  

        入 学 試 験 解 答 用 紙 

 

問（  ） 解 答       （注意：各問について各１枚の解答用紙を使用すること。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 裏面も使用するときは、☑を付して下さい。               □ 裏面あり 

※ 裏面に加えて予備の解答用紙も使用するときは、☑を付して下さい。   □ 予備使用あり 

コース等 メカトロニクス工学コース  

試験科目 機械力学 採  点 
 



【 前 期 募 集 】                      

令和７年度 

山梨大学 大学院医工農学総合教育部 

修士課程（工学専攻） 前 期 募 集 受験番号  

        入 学 試 験 解 答 用 紙 

 

問（  ） 解 答       （注意：各問について各１枚の解答用紙を使用すること。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 裏面も使用するときは、☑を付して下さい。               □ 裏面あり 

コース等 メカトロニクス工学コース  

試験科目  採  点 
 



令和7年度

山梨大学 大学院医工農学総合教育部

修士課程 (工学専攻) 前 期 募 集

【前 期 募 集 】

受験番号

メカ トロニクスエ学コース

デジタル回路

入 学 試 験 解 答 用 紙

間 (1)解 答

(1)

(注意 :各間について各 1枚の解答用紙を使用すること。)

(2)下記の表の S～ DO'の欄に記入せよ.

裏面も使用するときは、口を付 して下さい。               図 裏面あり

裏面に加えて予備の解答用紙も使用するときは、図を付 して下さい。   □ 予備使用あり

表 1真理値表
S Dっ Dl D0 Dt' Dr' Do' Jっ  I Kっ Kl Jo Ko

※

※



Ｏ
υ

(4)解答用紙表面の表 1真理値表の J2,K2の欄に記入せ よ .

(5)

(6)
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